平成二十九年度卒業式　式辞
  ふくよかに梅の香りが漂い、桜のつぼみも日一日と膨らんできた今日のよき日に、埼玉県議会議員　諸井正英（もろいまさひで）様、ＰＴＡ会長　丑久保恒行（うしくぼ　つねゆき）様、後援会会長　関口孝典（せきぐち　たかのり）様、同窓会副会長　木村健造（きむら　けんぞう）様、羽生市立西中学校長　山畑昭司（やまはた　しょうじ）様、学校評議員　長谷川憲史（はせがわ　けんじ）様ほか、多くの御来賓の方々の御臨席を賜り、保護者の皆様の御出席のもと、埼玉県立羽生実業高等学校　第七十回卒業証書授与式を盛大に挙行できますことは、卒業生、教職員一同にとりまして、この上ない喜びであります。御臨席を賜りました皆様方に、厚く御礼申し上げます。

ただ今、卒業証書を授与されたビジネス会計科、商業科、情報処理科、園芸科、農業経済科の皆さん、御卒業おめでとうございます。皆さんは所定の課程を終え、本日めでたく卒業の日を迎えました。今、３カ年を振り返る時、その感慨はひとしおでしょう。それも皆さんが心身ともに健康で、誠実に努力を重ねた賜物にほかなりません。この間、皆さんの健やかな成長を願って、支えてこられてきた保護者の皆様の本日のお喜びをお察しし、心から敬意を表します。
さて、卒業生の皆さんは本日本校を巣立っていきます。これまでのさまざま場面での皆さんの活躍の様子を思い起こすと、一抹の淋しさを感じます。と同時に、新たなステージに進む皆さんに、期待の気持ちを込めて、２つの話をします。
先月、韓国の平昌（ピョンチャン）で冬季オリンピックが開催されました。政治的な問題や盛り上がりに欠けるとの懸念もありましたが、ふたを開ければ、さまざまな競技で熱い場面や感動的な場面がたくさんあり、学ぶことも多かったと思います。

たとえば、力を合わせることの大切さです。皆さんもさまざまな選手に感動をしたと思います。フィギアの羽生結弦選手、女子スピードスケートの小平奈緒選手、高木兄弟の金メダル獲得は記憶に新しいところですが、その高木兄弟と菊池選手、佐藤選手が出場し、力を結集して金メダルを獲得したのが女子チームパシュートでした。体格的にはヨーロッパの選手に及ばない彼女たちは、滑りの質を高め、技術を高め、力を結集して金メダルを獲得しました。一人一人の力では及ばなくても、結集すれば大きな力を発揮できる、それを教えてくれた金メダル獲得でした。女子カーリングも、厳しい試合の中で集中・団結し、銅メダルを獲得して大きな感動を与えてくれました。
　また、勝っても負けても自分に言い訳をしないでがんばることの大切さを教えてくれた選手がいます。スキー・ノルディック複合の渡部暁斗選手です。渡部選手は大会前にろっ骨を骨折し、それを隠して競技に臨んでいました。大会前の好調さから金メダルの期待が高まっていましたが、結果は銀メダル。参加した競技が終わった後で骨折が明かされましたが、渡部選手は骨折を銀メダルの理由にはしませんでした。すがすがしい態度だったと思います。小平選手の金メダル獲得後の感動のなかで、韓国の李相花（イ・サンファ）選手への気配りも、真似したくても、なかなかできることではありません。

　選手一人一人、競技のすべての場面でさまざまな感動がありました。その感動はあくまでもオリンピックでの１シーンですが、皆さんの周りにもそういう１シーンはあると思います。高校へ合格した時、入学した時、体育祭や文化祭、マラソン大会、進路先が決まった時、そして今日。その感動を、気持ちを大切にし、他人にも自分にも優しい人になってもらえればと思います。
　２つめです。これからの時代は「少子超高齢化」、「高度情報化」、「ＡＩ・ロボット化」など、今まで人間が遭遇したことのない混沌とした社会となります。いや、もうなってきていると言っても過言ではありません。今後数十年で今ある職業の半数がなくなると予言する学者もいます。将来に対する希望や夢はあるが、不安や心配が大きいと考えている人も多いと思います。
　さて、皆さんは今後をどのように生きていきますか。１０年先、２０年先安心して生きていくために何をしていけばいいのでしょう。皆さん一人一人はそれぞれ人格を持っており、「これをすれば万全。」というものはありませんが、これはやっておいたほうがよいと思えることをあげてみます。
　まず、いつも言っていることですが、先を見て対応、行動しよう。自分が所属している社会、企業、学校が目指しているのはどのようなことなのか。どうしたらそこにたどり着けるのか。そのためには今自分がしていななければならないことは何か。それらはふだんから考え、実際の場面では余力をもって対応できるようにすれば、慌ててミスをすることも、後悔することもすくなくなります。また、ミスをしても後悔をしても、先で挽回すればいいとポジティブな発想に立つことで、前途は開けてくるはずです。

　次に自分自身をよく知り、相手のこと、周囲のことを考えて対応しよう。今から２５００年前の中国の学者『孫子』が説く、「彼を知り、己を知れば、百戦して危うからず」という言葉を皆さんも知っていると思います。要は、「情報を集めろ」という事。敵の情報も、そして自分自身の事も調べつくした上で、「勝てる相手とだけ戦え」と言っています。これは、第二次世界大戦後に開発されたオペレーション・リサーチの考え方にも通じ、現在のビジネスにも通用する思想です。
結びにあたり、御臨席を賜りました御来賓の皆様、並びに保護者の皆様に、今後とも本校に対する変わらぬ御支援、御協力をお願い申し上げます。
卒業生の皆さんの洋々たる前途を祝すとともに、今後皆さんが心身ともに健康を維持し、一人一人の人生が希望に満ち、輝かしいものとなりますよう、心から祈念して式辞といたします。
　　　　　　　　　　　　　平成三十年三月十三日
　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県立羽生実業高等学校長　染野　雅紀
